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■2020年を歩む諸教会～分かち合い～

各地方連合の教会教育担当の方に電話やメールで、現在の状
況を聞かせていただきました。今年度、計画した研修会などが
中止や延期になる中、連合諸教会、また奉仕者がどのようにつ
ながりあい、学びあっていけるか、考えておられることや協力
伝道への期待などを伺いました。いくつかを紹介します。

■「信徒の学び」をつないでいきたい。距離は遠くても、神学
校の講義をネットで受けることができることを紹介したい。

■いまは「溜め」のときを過ごしている。長期戦になると思う。
（研修会は）なるべくたくさんの人が共感をもって参加した
いなと思ってもらえるテーマを探したい。

■この状況下での情報交換のために、各教会にアンケートを行
いニュースレターを発行したい。ほかの連合の教育担当者と
の情報共有は関心がある。感染症対策だけでなく、多様な宣
教課題が内包する中での情報、課題、問題意識の共有は非常
に重要だと考えている。

■となりの教会同士で祈祷会を一緒にしたり、牧師が交流した
りしている話を聞く。

■インターネット会議システム（zoom）で礼拝している教会に
他の教会から一人派遣して、交流をするのはどうかと提案中。

■今年はおとなの教会学校とこどもの教会学校の両輪でやろう
と思っていた。方向性は見えているがコロナの中で形にする
アイデアがない。教育委員会だけでなく、女性会と一緒に考
えていこうと話している。

■連合の教育主事が各教会を訪問するプロジェクトを行ってい
る。目的は「その働きを励まし、具体的な教育関係のニーズ
や協力の可能性を探って、連合への関心を呼び掛ける」もの。

インターネットの可能性と限界の両方に直面しながら、できるこ
とに精一杯取り組んでおられる景色を想像します。「今は溜め
のとき」という言葉を伺いました。みなさんの教会では、今
何の「とき」を神さまから与えられているでしょうか。

（教会教育室 中嶋名津子）

■教会学校レポート（東京北教会）

ウィズ・コロナの時、みなさんはどのように教
会学校をされていますか？
私たちの教会では、コロナをきっかけにZoom

（オンライン会議システム）を取り入れ、現在は
会堂とZoomをつないで、礼拝と教会学校を行っ
ています。
子どもたちのクラスは、地域の子どもたちを誘

いづらくなってしまった反面、Zoomのおかげで、
これまでなかなか教会に来られなかった離れた場
所に住む子どもたちが参加できるようになりまし
た。最初は、休校中の子どもたちの様子を聴いた
り、聖書の暗唱に挑戦したりしていましたが、現
在は子どもの発案で、聖書の物語を絵にして当
てっこするゲームをしながら、聖書に親しんでい
ます。聖書の物語をあまり知らないメンバーが、
教会の大人に「聖書のお話で何が好き？それって
どんなお話？」と聞いて回る姿は、うれしい副産
物です。

成人科クラスでもZoomならではの良い点があ
ります。Zoomの場合、2人が同時に話すことが
難しいため、発言者が話し終わるまで聴くという
ことが自然とできています。メンバー一人ひとり
のみ言葉の分かち合いに耳を傾けるこの時間は、
とても貴重で、この時期なかなか難しい交わりと
やしないの時が与えられています。
皆さんの教会学校の工夫も教えてください。

（教会教育専門委員 細井留美）

「教会教育室だより」は日本バプテスト連盟
のホームページでもご覧いただけます

答え：ラザロ生き返らされる（ヨハネ11章）

■教会教育を考えよう
教会教育室室長 富田直美（市川大野教会）

「教える」から「学ぶ」へ
教会学校（教育）は教える人と学ぶ人がいて成立します。「教える」ことと「学ぶ」ことはどちらも大切ですが、

学ぶということは教えることよりも広範囲の活動です。なぜなら「学ぶ」ということは、「教える」と「学ぶ」とい
う関係だけではないからです。
教えられなければ学べないということはありませんし、教えられなくても、社会生活や、生きることを通してなど、

様々な経験を通して学んでいます。教会学校で「教える」ことを基準に教育を考えると「教わる」ことのできない教
会学校では学べていないように感じられるかもしれません。けれども「学ぶとは何か」の視点から教育を考えたなら、
コロナ危機を生きている私たちが聖書を開き、聖書から聞こえてくるメッセージを通して危機を乗り越えていくこと
が「学び」となるのではないでしょうか。

学ぶときには
情報は便利ですし、生きるために必要ですが、生活の役に立つということが情報の本質です。たくさん知っていて

も人間形成に至らず、消化されない知識になることもあります。また、映像は理解なしでも信じ込ませる力を持って
いますから、情報を鵜呑みにしないで、批判的に学ぶ態度を見につけることも大切です。自分自身の言葉で、自分の
体験に基づいて説明することや、自分自身と対話しながら学ぶことを心がけたいと思います。共同学習で養われた力
は、こうした時にも役に立ちます。

参考図書『いのちを育む教育学』吉岡良昌・大川洋著 春風社
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